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問題の所在

















ティである。実際、MDGs が SDGs に発展していく中

































1 この 6 項目は、1. 消費者の安全の確保、2. 表示の充実と信頼の確保、3. 適正取引の実現、4. 消費者が主役となって選択・行動できる社会の形成、5. 消
費者の被害救済、利益確保の枠組みの整備、6. 国や地方の消費者行政の整備、である。
2 SDGs の 17 項目は、1. 貧困をなくそう、2. 飢餓をゼロに、3. すべての人に健康と福祉を、4. 質の高い教育をみんなに、5. ジェンダー平等を実現しよう、
6. 安全なトイレを世界中に、7. エネルギーをみんなにそしてクリーンに、8. 働きがいも経済成長も、9. 産業と技術革新の基盤をつくろう、10. 人や国
の不平等をなくそう、11. 住み続けられるまちづくりを、12. つくる責任つかう責任、13. 気候変動に具体的な対策を、14. 海の豊かさを守ろう、15. 陸
の豊かさも守ろう、16. 平和と校正をすべての人に、17. パートナーシップで目標を達成しよう、である。


























































































４ 消費者庁（2017 年 4 月 19 日）「『倫理的消費』調査研究会 取りまとめ～あなたの消費が世界の未来を変える～」
（https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/consumer_education/ethical_study_group/pdf/region_index13_170419_0003.pdf）























































































５ 三輪、2019a、12 ～ 14 ページ。
６ 三輪、2019b、第 2 章
７ 世界銀行は国際貧困ラインを 1 日 1.90 ドル （2011 年 PPP 基準 ） と定めている











































































ター大学の学生らによる Ethical Consumer 誌の発刊
８ 2015 年にパリで開催された温室効果ガスの削減について話し合う
「国連気候変動枠組条約締約国会議 （COP）」 において京都議定書の後継としてパリ協定が発効した。
９ 日本エシカル推進協議会 HP より。
10 ボードリヤール、2015 年、110 ページ。














































































13 Ethical Consumer HP より。
14　現在、SDGs をはじめ、エシカル消費、また COP21 などは、持続可能な社会を受容するために、トレードオフといった関係性を乗り越えようと試みてる。
しかし、保護主義を標榜する国々にとってはその限りではない。
15 千葉商科大学は、遠藤隆吉が巣鴨高等商業学校をもとに 1928 年に設立した大学である。
16 原科学長は、2017 年の学長プロジェクトをはじめ本学の建学の精神に基づき、特に「武士道精神」を重視してきた。この「武士道精神」は、新渡戸稲
造によるものであり、その考えと本学の実学教育を統合していくものである。更に、４つの学長プロジェクトの「環境・エネルギー」では「自然エネル
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ル消費教育に対峙していくつもりである。
その意味でも、エシカル消費は我が国において重要
なキー概念になった。だからこそ、その SDGs の展開
であるエシカル消費の本学での取り組みに意義がある
のである。まして、本学の建学の精神である武士道を
基調とした治道家の育成、特に、高い倫理観を貫き社
会に貢献する人材を育成するためにもこのエシカル消
費は必須の考え方である。したがって、本稿において
も本学の建学の精神がエシカル消費によって学生を成
長させていくものと考える。そして、それこそがそれ
ぞれの学生が地域に生き、そのエシカル消費を通じ、
地域の発展のために寄与する人材になることに通じる
のではないかと考えるのである。
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